
深津っ子 平和宣言 2022 

1945年 8月 6日 午前 8時 15分。   一発の原爆で 多くの人の命がうばわれた。 

原爆は、人々の笑顔も 夢も 未来もうばった。 

生きたくても 生きられなかった人たちがいる。 今も 苦しんでいる人たちがいる。 

そのことを知り 二度とこのような悲しいことを くり返してはならない と決意した。 

 

しかし、今も世界から戦争はなくなっていない。 

だれもが笑顔で 幸せに 自分らしく生きていける…そんな世界にしたい。 

一人一人の大切なものを 傷つけ うばいとる戦争を 世界中から なくしたい。 

わたしたちは ここに宣言
せんげん

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

争いのない 平和な世界を 築
きず

く決意を、いつまでも 強く 持ち続けます。 

ぼくたち わたしたちは 平和のバトンを 多くの人たちに つないでいくことを ちかいます。 

一つ、二度と 戦争を起こさないように 仲間と努力し、仲良く、笑顔をたくさんつくって、 

多くの人を 救うこと。 

一つ、人とのつながりを 大切にし、価値観のちがいを 認め合って、平和で 幸せあふれる世界に 

すること。 

一つ、前向きに、相手によりそい、助け合うこと。 

一つ、世界中が 笑顔であふれるように、ひさんな戦争を 忘れず、広島の人々の思いを  

つないでいく努力をすること。 

一つ、ぎせいになられた方々を 決して忘れず、世界中の人々が 当たり前に  

笑って暮らせる世界を 次の世代へつなげること。 

一つ、争いをなくし、笑顔で 思いやりにあふれた 世界にすること。 

一つ、戦争をなくし、自由で平等な 世の中をつくるため、これまで犯した 過ちを 忘れないこと。 

一つ、たくさんの未来を 支えるために、一人ひとりが 平和を願い、核兵器ではなく、どの国も 

平等に 話し合える世界を つくること。 

一つ、この世から 争いをなくし、すべての人が 幸せになれるように、一人ひとりが 協力し合い、 

支え合うこと。 

一つ、過去を学び、次の世代につなげて、人々が 幸せで 笑顔になれる 平和な未来を つくること。 

一つ、戦争の恐ろしさや 平和の尊さを学び、みんなが 幸せだと思える世界を 築くこと。 

一つ、これから 戦争を起こさないよう、一人ひとりが 命の大切さを 考えること。 

一つ、戦争のない世界を 次の世代に つなぐこと。 

一つ、人を 大事にし、傷つけないこと。 

一つ、争いのない 世界を続け、家族や 身近な人の笑顔を 消さないこと。 

一つ、笑顔を失わないように 自分の命を 大切にし、いろいろな人が 平等になるようにすること。 

一つ、争いをなくし、人が傷つくことを言わず、戦争を忘れずに 伝えていくこと。 

一つ、差別や戦争が 起こらないようにし、それそれが 命を守り合い、自由に生きることで、 

誰もが 幸せと思うようにすること。 

 

 

 

 


